
特集　全日本中学生男子ソフトボール大会
Ｐ９　地域担当職員
Ｐ12　民生委員・児童委員
Ｐ16　今月の相談窓口

　４月10日、唐松市民センター周辺でチューリッ
プまつりが開催されました。

　多くの人が訪れ、１万４千本の色とりどりのチュ
ーリップを観賞しました。

　美しく並んだ鮮やかな花々は、暖かな日差しも相

まって、春の訪れを感じさせました。
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全日本中学生男子ソフトボール大会

新見市開催11年の歴史に幕

　
本
市
は
﹁
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
　
新
見

市
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
�
全
国
大
会
の
誘
致

や
選
手
の
育
成
な
ど
競
技
レ
ベ
ル
と
大
会
運

営
技
術
の
向
上
を
図
�
て
き
ま
し
た
�
平
成

17
年
の
﹁
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
﹂
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
女
子
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
�
平
成
24
年
に
は
県
内
初
の
国
際
大

会
と
な
る
﹁
第
９
回
ア
ジ
ア
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
﹂
な
ど
�
数
々
の
大
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
�

　
大
会
運
営
の
手
腕
や
市
民
協
働
の
取
組
が

認
め
ら
れ
�
平
成
23
年
か
ら
﹁
都
道
府
県
対

抗
全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
﹂
の
会
場
に
選
ば
れ
ま
し
た
�
令
和
４
年

ま
で
11
年
連
続
で
開
催
し
ま
し
た
が
�
近
年

は
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
�

第
16
回
大
会
の
中
止
や
�
そ
の
後
の
２
大
会

は
�
多
く
の
制
限
が
か
か
る
中
で
の
大
会
開

催
と
な
り
�
チ
ー
ム
関
係
者
や
来
場
者
に
は

負
担
の
多
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
�

　
し
か
し
�
こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
で
も
�

本
大
会
の
主
役
で
あ
る
選
手
た
ち
は
�
は
つ

ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
観
客
や
市
民
を
賑
わ

せ
�
こ
れ
ま
で
数
々
の
ド
ラ
マ
を
生
み
�
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
�

　
ま
た
�
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
﹁
市
民
協

働
﹂
の
と
お
り
�
本
大
会
を
よ
り
一
層
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
の
が
市
民
の
皆
さ
ん
で

す
�
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
�
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
�
無
事

大
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

　
本
大
会
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
�

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
生
涯
学
習
課
　
☎
演
６
１
４
８
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特集
全日本中学生男子ソフトボール大会
新見市開催11年の歴史に幕

　
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
18
回
大
会
で
、
岡
山
県
選
抜
が
優

勝
し
、
新
見
市
開
催
の
最
終
年
に
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
選
抜
は
、
平
成
17
年
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第

１
回
大
会
の
優
勝
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
７
度
優
勝
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
を
も
っ
て
、
新
見
市
で
11
大
会
連
続

行
わ
れ
た
﹁
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
男
子
ソ

フ
ト
ボ
�
ル
大
会
﹂
も
一
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。

新
見
で
の
最
後
の
大
会
を
﹃
優
勝
﹄
と
い
う
最
高
の

結
果
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
選
手
や
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
向
け
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
短
い
期
間
し
か
練
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
選
手
一
人
ひ
と
り

が
チ
�
ム
の
課
題
や
個
々
の
課
題
と
向
き
合
い
、
大

会
を
通
じ
て
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
中
も
ベ
ン
チ
の
後
ろ
に
は
多
く
の
人

が
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
ベ
ン
チ
内
の
メ
ン
バ
�

も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
地
域
応
援
団
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
大
会
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
た
の
は
、
地
域
の
力
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
に
関
わ
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
と
し
て
大
会
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

温
か
い
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
気
持
ち
よ
く
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
山
県
選
抜
７
度
目
の
優
勝

岡山県選抜

小
こ ま つ

松　学
まなぶ

 監督

第15回（平成31年）第14回（平成30年）

第18回（令和４年）優勝メンバー

第８回（平成24年）

第11回（平成27年）

第12回（平成28年）
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中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

女
性
団
体
の

歓
迎
プ
ラ
ン
タ
ー

　
開
会
式
で
は
、
各
チ
�
ム
の
プ
ラ
カ
�
ド

や
国
旗
を
持
っ
た
行
進
や
、
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
を
行
う
な
ど
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る

式
典
演
出
を
中
学
生
が
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
合
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
会
場
整
備

な
ど
、
大
会
の
運
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

部
門
で
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
が
活
躍
し
ま

し
た
。

　
大
役
を
担
っ
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は

﹁
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
﹂
と
感

想
が
届
き
ま
し
た
。

　
新
見
市
婦
人
連
合
協
議
会
か
ら
、
パ
ン

ジ
�
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
花
が
届
け
ら
れ
、

会
場
が
よ
り
一
層
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
タ
�
に
は
応
援
メ
ッ
セ
�
ジ
が

貼
ら
れ
て
お
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選

手
た
ち
に
エ
�
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
花
を
楽
し
み
に
来
場
し
た

人
も
大
勢
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
新
見
市
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特集
全日本中学生男子ソフトボール大会
新見市開催11年の歴史に幕

　
公
民
館
単
位
で
各
チ
�
ム
を
個
別
に
応
援

す
る
新
見
市
独
自
の
方
法
で
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
50
人
以
上
の
応
援
団
を
結
成
し

た
地
域
や
、
昼
夜
を
問
わ
ず
応
援
練
習
を
重

ね
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
場
チ
�
ム
の
文
化
や
方
言
に
合

わ
せ
た
横
断
幕
の
作
成
な
ど
、
出
場
チ
�
ム

に
寄
り
添
っ
た
応
援
で
チ
�
ム
を
鼓
舞
し
ま

し
た
。

　
出
場
チ
�
ム
か
ら
は
﹁
大
変
勇
気
付
け
ら

れ
た
﹂
と
感
謝
の
声
が
多
く
届
き
ま
し
た
。

　
大
会
の
顔
と
な
る
ポ
ス
タ
�
の
原
画
を
市
内
中
学
生
か
ら

募
集
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、
第
10
回
大
会
（
平
成
26
年
）

か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
力
作
揃
い
で
、
応
募
が
３
０
０

点
を
超
え
る
年
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
応
援
団
に
よ
る
力
強
い
声
援

中
学
生
が
手
が
け
た
大
会
ポ
ス
タ
ー

全中ソフトボール
特集番組を5月から

放送開始！

○にいみｉチャンネル
裏表紙の番組表を確認して
ください。

○YouTube
新見市公式チャンネル
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【問い合わせ先】林業振興課　☎演6134

　３月23日、市と日本たばこ産業㈱（ＪＴ）によ

る「第二期ＪＴの森鯉が窪にいみ」協定調印式を行

い、戎市長と小
お ぐ ら

倉健
け ん じ

資執行役員が、石田議長などの

立ち会いのもと、協定を締結しました。

　この協定は、鯉が窪湿原周辺の森林整備を目的に

平成28年に締結されたものを３年間延長するもの

で、今後、森林整備の促進、環境保全に取り組みます。

【問い合わせ先】環境課　☎演6124

　３月16日、市と㈱ガットによる、ゼロカーボン
の実現に向けた協定締結式を行い、戎市長と美

み か も

甘
信
しんきち

吉社長が、石田議長などの立ち会いのもと、協定
を締結しました。
　この協定により、公共施設への再生可能エネル
ギーの導入や避難所施設への非常電力の供給を行う
とともに、さまざまな施策提案を受けながら、ゼロ
カーボンの実現に向けて取り組みます。

日本たばこ産業株式会社（ＪＴ）との
「第二期ＪＴの森鯉が窪にいみ」協定

 株式会社ガットとの 
「ゼロカーボンの実現に向けた協定」

歯
を
保
つ
た
め
に
気
を
付
け
た
こ
と

は○
朝
と
寝
る
前
に
必
ず
歯
磨
き
を
し

て
い
る
　
　
　
　
　
　
　

○
１
�
３
カ
月
に
１
回
は
歯
科
医
院

に
通
院
し
、
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
し
て
い
る

現
在
20
本
以
上
の
歯
を
保
�
て
良

か
�
た
こ
と
は

○
固
い
物
で
も
何
で
も
食
べ
ら
れ
る

の
で
、
健
康
に
過
ご
せ
て
い
る

歯
を
健
康
に
保
つ
秘
訣
と
は

眞
壁
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

　﹁
８は

ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
運
動
﹂と
は
、﹁
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
﹂
と

い
う
運
動
で
す
。
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ

ば
、
楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
新
見
歯
科
医
師
会
、
新
見
歯
科
医
院
、

健
康
づ
く
り
連
絡
会
高
齢
者
部
会
が
共
催

し
、
令
和
３
年
度
に
８
０
２
０
達
成
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
40
人
の
達
成
者
が
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
達
成
者
を
代
表
し
て
、
大
佐
小
阪
部
の

眞ま

か

べ壁
義よ

し
た
か髙
さ
ん
（
83
歳
）
に
健
康
づ
く
り

連
絡
会
高
齢
者
部
会
の
髙
下
部
会
長
が
訪

問
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
渡
し
ま
し
た
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
医
療
課
　
☎
演
６
１
２
９

40
人
が
８
０
２
０
運
動
達
成
！
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ゴミ

特定外来生物 オオキンケイギク
　５月から７月ごろにかけて、道端や河原でよ

く見かけるオオキンケイギクは、色鮮やかでコ

スモスに似た黄色の花をつけます。

　かつては工事後ののり面緑化に使用されてい

ましたが、強
きょうじん

靱なために、定着すると在来の野

草の育成場所を奪い、辺りの景観を一変させて

しまいます。このことから環境省は「特定外来

生物」に指定し、「栽培」「運搬」「保管」「販売」

「譲渡」などが原則禁止されています。

　オオキンケイギクは、繁殖力が強いため、広

がる前に、見かけたらできるだけ早めに駆除を

しましょう。

【問い合わせ先】環境課　☎演6124

オオキンケイギク  北アメリカ原産

特徴
○多年生草本
○高さ30～70㎝程度
○葉は茎の下の方につき、両面に荒い毛がある。

花期は５～７月ごろ。直径５～７㎝の橙黄色の
頭状花をつける。

広げないで！

駆除の方法
①刈り取らずに根から引き抜き、２～３日天
日にさらして枯死させる。

　地域で駆除をされる場合は、市民センター
や支局に置いているボランティア袋を使用し
てください。

②枯死させたら、新見市指定袋に入れて可燃
ごみとして処分する。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
お
願
い

　
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

①
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
を
守
る

　
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
と
接
す

る
場
合
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
行
動
は
し

な
い
。

②
体
調
が
悪
い
と
き
は
す
ぐ
受
診

　
体
調
に
不
安
を
感
じ
る
と
き
は
、
発
熱

な
ど
の
症
状
が
な
く
て
も
通
勤
、
通
学
や

外
出
を
控
え
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
電

話
相
談
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
会
食
に
注
意

　
会
食
は
で
き
る
だ
け
、
少
人
数
、
短
時

間
で
、
大
声
を
出
さ
な
い
。
会
話
を
す
る

際
に
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

④
基
本
的
な
感
染
防
止
策
の
徹
底

　
帰
省
や
旅
行
の
際
は
、
基
本
的
な
感
染

防
止
策
を
徹
底
し
、
移
動
先
で
の
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
行
動
を
控
え
る
。

⑤
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
感
染
症
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
高
い

有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
る
。

12
歳
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
（
３
回
目
）
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
追
加
（
３
回
目
）
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
12
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の

人
も
３
回
目
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
２
回
目
接
種
後
６
カ
月
を
経
過
し
た
人

か
ら
、
接
種
券
を
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。

３
回
目
接
種
対
象
者

　
２
回
目
接
種
後
６
カ
月
を
経
過
し
た
12

歳
以
上
の
人

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
１
・
２
回
目
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

○
12
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
人

　
フ
�
イ
ザ
�
社
製
ワ
ク
チ
ン

○
18
歳
以
上
の
人

　
フ
�
イ
ザ
�
社
製
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
武

田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

予
約
方
法

　
接
種
券
が
届
い
た
人
か
ら
予
約
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
接
種
券
送
付
の
際
に

同
封
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

︻
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
岡
山
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

電
話
相
談
窓
口
（
一
般
相
談
）

　
☎
０
８
６

�

２
２
６

�

７
８
７
７

　
　（
24
時
間
対
応
）

・
岡
山
県
ワ
ク
チ
ン
対
策
室
（
副
反
応
な

ど
に
関
す
る
専
門
相
談
）

　
☎
０
１
２
０

�

７
０
１

�

３
２
７

　
　（
全
日
９
�
21
時
）

・
健
康
医
療
課
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
こ
と
）

　
☎
演
６
１
２
９

住民税非課税世帯等臨時特別給付金
（１世帯10万円）申請はお早めに！

住民税非課税世帯
　給付の対象となる可能性がある世帯へ、２
月に確認書を送っています。要件を満たす場
合は、期限までに提出してください。提出期
限を過ぎると給付を受けることができません
のでご注意ください。
提出期限　５月20日㈮

家計急変世帯
　令和３年度住民税均等割の課税世帯で、令
和３年１月以降に新型コロナウイルス感染症
の影響で収入が減少し、世帯全員が住民税非
課税相当となった世帯についても、給付の対
象になる場合があります。
　申請書の提出が必要ですので、詳しくは
ホームページを確認いただくか、福祉課にお
問い合わせください。
申請期限　９月30日㈮

【問い合わせ先】福祉課　☎演6154

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ

３回目接種券発送スケジュール（予定）

２ 回目接種日 ３ 回目接種券の
発送予定日

令和 ３ 年10月15日まで 発送済み

令和 ３ 年10月16日～31日 ５ 月 ２ 日（月）

令和 ３ 年11月 １ 日～15日 ５ 月16日（月）

令和 ３ 年11月16日～30日 ６ 月 ６ 日（月）

令和 ３ 年12月 １ 日～15日 ６ 月20日（月）

令和 ３ 年12月16日～31日 ７ 月 ４ 日（月）
※発送予定日から１週間以上経過しても、接種券が届

かない場合は健康医療課へお問い合わせください。

市報にいみ 第２０６号
May 2022 8



令和４年度「地域担当職員」

地域と行政とのパイプ役！
　地域と行政が情報を共有し、協働しながら、地域の活性化や課題解決を図る「小規模多機能自治」を推進す

るため、地域と行政とのパイプ役となる「地域担当職員」を配置しています。

　地域の皆さんとの意見交換を通し、機運の醸成に努めながら、取組の中心となる「地域運営組織」の設立支

援とともに、設立後のパイプ役として活動します。

 【問い合わせ先】総合政策課　☎演6143

地域担当職員一覧
　令和４年４月１日現在

担当地域 氏　　名

唐松地域

好 本　 幸 子

甲 本　 博 士

髙 田　 晃 輔

井倉地域

中 川　 祥 之

冨 谷　 貴 郭

上 杉　 球 太

草間地域

黒 川　　 徹

大 月　 覚 志

柏 葉　 孝 明

豊永地域

小 林　 知 江

福 田 伊 佐 子

梶 原　 幸 子

熊谷地域

安 達　 喜 彦

守 脇　 道 裕

猪　　 平 和

菅生地域

太 田　 俊 之

山 田　 治 生

真 壁　 佑 季

上市地域

上 山　 克 枝

戸 田　 康 治

山 本　 富 照

担当地域 氏　　名

千屋地域

秋 葉　 省 士

羽 場 さ や か

田 邊　 美 奈

正田地域

泉　　 朋 子

乗 本　 克 彦

木 曽 田 浩 平

石蟹地域

川 添　 和 之

若 本 美 津 子

柴 田　 知 瑞

新見地域

真 壁　 恒 子

瀬 尾　 祥 治

森 中　 智 也

西方地域

西 川　 康 裕

中 川　 祐 治

藤 明　 弘 和

高尾地域

山 本　 直 樹

長 田　 友 昭

稲 岡　　 定

担当地域 氏　　名

大佐地域

藤 井　 智 之

長 谷 川 貴 浩

広 瀬　 一 夫

横 張　 泰 久

平 田　 浩 二

神郷地域

上 田 奈 津 美

渡 辺　 直 美

忠 田　　 真

中 田　 浩 二

福 田　 了 心

哲多地域

小 寺　 俊 一

上 田　 晃 義

小 谷　　 崇

樫 本　　 裕

久保木加奈子

哲西地域

吉 岡 キ ヨ コ

時 枝　 周 二

浅 井　 郁 雄

青 木　　 元

河 島　 裕 樹
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マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
は
、
公
的
な
本

人
確
認
書
類
と
し
て
使
用
で
き
る
写
真
付

き
の
カ
�
ド
で
す
。６
月
か
ら
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
を
使
用
し
て
﹁
住
民
票

の
写
し
﹂
や
﹁
印
鑑
登
録
証
明
書
﹂
を
コ

ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
交
付
申
請
支
援
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
公
民
館
・
集
会
所
や
職
場
な
ど
に
市
民

課
職
員
が
出
張
し
て
申
請
を
サ
ポ
�
ト
す

る
も
の
で
、
市
役
所
に
出
向
か
ず
に
マ
イ

ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
を
作
成
で
き
ま
す
。
各

種
グ
ル
�
プ
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
の
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
令
和
５
年
２
月
ま
で
の
平
日
10
時

�
15
時

申
込
要
件

○
新
見
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

○
交
付
申
請
希
望
者
が
５
人
以
上
い
る

サ
ポ
ー
ト
の
流
れ

①
市
民
課
に
申
し
込
み

　
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
市
民
課
市

民
係
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

フ
�
ク
ス
ま
た
は
メ
�
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
代
表
者
の
確
認
と
日
時
、
場
所
な
ど
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
市
民
課
市
民
係
、
各
支

局
・
市
民
セ
ン
タ
�
に
備
え
付
け
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
�
ド
で
き
ま
す
。

　 

新
見
市
出
張
申
請
サ
ポ
�
ト 

で
検
索

②
指
定
の
場
所
で
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
市
職
員
が
出
張
し
、
申
請
書
類
作
成
の

サ
ポ
�
ト
や
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
自
宅
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取

り
　
後
日
、
簡
易
書
留
で
ご
自
宅
へ
お
届
け

し
ま
す
。

※
申
請
時
に
本
人
確
認
が
完
了
し
た
人
に

限
り
ま
す
。

申
請
支
援
お
よ
び

受
け
取
り
休
日
窓
口
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
支
援
お
よ
び
受
け
取
り
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援
、

電
子
証
明
書
の
新
規
発
行
や
更
新
手
続
き

も
行
い
ま
す
。

日
時
　
令
和
５
年
３
月
ま
で
の
第
２
日
曜

日
９
時
�
15
時

場
所
　
市
民
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

必
要
な
も
の

︻
申
請
支
援
の
場
合
︼

○
マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
交
付
申
請
書

（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま

す
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
�
ト
、
在
留
カ
�
ド
な
ど
顔
写
真
付

き
身
分
証
明
書
を
１
点
ま
た
は
、
健
康

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
２
点
）

︻
受
け
取
り
の
場
合
︼

○
個
人
番
号
カ
�
ド
交
付
通
知
書
（
は
が

き
）

○
通
知
カ
�
ド

○
住
民
基
本
台
帳
カ
�
ド
（
お
持
ち
の
人

の
み
）

○
本
人
確
認
書
類

︻
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
市
民
課

　
〒
７
１
８

�

８
５
０
１

　
新
見
３
１
０

�

３

　
☎
演
６
１
２
１
　
胃
沿
０
０
８
１

　
糸shim

in@
city.niim

i.lg.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
支
援

危
険
な
空
家
の
解
体・

撤
去
な
ど
を
支
援

　
市
内
に
あ
る
、
倒
壊
な
ど
の
恐
れ
が

あ
る
空
家
の
解
体
・
撤
去
な
ど
を
行
う

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
な
お
、

申
請
前
に
着
手
さ
れ
た
場
合
は
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業

　
補
助
対
象
の
空
家
に
つ
い
て
、
市
内

業
者
が
施
工
す
る
工
事
な
ど
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

○
解
体
・
撤
去
工
事

○
解
体
・
撤
去
工
事
に
伴
う
付
帯
工
事

（
門
扉
、
塀
、
立
木
な
ど
の
撤
去
な
ど
）

○
応
急
措
置
（
地
域
住
民
な
ど
に
危
害

を
及
ぼ
す
危
険
な
状
態
を
回
避
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
）

補
助
金
額

○
解
体
・
撤
去
、
付
帯
工
事
は
対
象
経

費
の
３
分
の
１（
上
限
50
万
円
）

○
応
急
措
置
は
対
象
経
費
の
10
分
の
10

（
上
限
50
万
円
）

募
集
枠

○
解
体
・
撤
去
、
付
帯
工
事
　
10
件

○
応
急
措
置
　
１
件

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
都
市
整
備
課
　
☎
演
６
１
１
８
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昭
和
56
年
５
月
末
以
前
に
建
て
ら
れ
た

２
階
建
て
ま
で
の
住
宅
の
耐
震
診
断
費
、

補
強
計
画
作
成
費
、
耐
震
改
修
工
事
費
を

補
助
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
前
に
着
手
さ

れ
た
場
合
は
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
ま
た
は
補

強
計
画
作
成
に
対
す
る
補
助
金

○
延
べ
床
面
積
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
の
住
宅
の
場
合

　
耐
震
診
断
費
用
ま
た
は
補
強
計
画
作

成
費
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
費

７
１
２
０
０
円
の
う
ち
６
万
円
を
補
助
し

ま
す
。

○
延
べ
床
面
積
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
超

�
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

の
場
合

　
耐
震
診
断
費
用
ま
た
は
補
強
計
画
作

成
費
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
費

８
０
３
０
０
円
の
う
ち
６
万
８
千
円
を
補

助
し
ま
す
。

募
集
枠
　
10
件

そ
の
他

○
補
強
計
画
作
成
は
、
事
前
に
耐
震
診
断

の
実
施
が
必
要
で
す
。

○
耐
震
診
断
・
補
強
計
画
作
成
は
、

　（
一
社
）
岡
山
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
今
年
度
の
全
国
統
一
の
テ
�
マ
は
﹁
考

え
よ
う
！
大
人
に
な
る
と
で
き
る
こ
と
、

気
を
付
け
る
こ
と
�
18
歳
か
ら
大
人
に

�
﹂
で
す
。

　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
り
、
成
年
に
達

す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
結

ん
だ
契
約
は
簡
単
に
取
り
消
せ
ま
せ
ん
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と
や
自
分
で
判
断
で
き

な
い
こ
と
は
周
り
に
相
談
し
、
契
約
は
慎

重
に
行
う
な
ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い﹁
だ
ま
さ
れ
な
い
消
費
者
﹂

に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意
！

　
イ
ン
タ
�
ネ
ッ
ト
を
使
用
中
に
突
然

﹁
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
﹂
な
ど
の

偽
警
告
画
面
や
偽
警
告
音
が
出
て
、
そ
れ

ら
を
き
っ
か
け
に
電
話
を
か
け
さ
せ
、
有

償
サ
ポ
�
ト
な
ど
の
契
約
を
迫
る
﹃
サ

に
委
託
し
、
岡
山
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
が
行
い
ま

す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
対

す
る
補
助
金

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
２
分
の
１（
上
限
50
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

募
集
枠
　
３
件

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
都
市
整
備
課
　
☎
演
６
１
１
８

ポ
�
ト
詐
欺
﹄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
全
国
で
年
間
５
千
件
以
上
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
契
約
購
入
金
額

の
平
均
は
年
々
高
額
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
�
に
よ
る

支
払
い
が
急
増
し
、
高
齢
者
の
被
害
が
目

立
つ
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
�

　
☎
０
８
６

�

２
２
６

�

０
９
９
９

・
新
見
警
察
署
　
☎
演
０
１
１
０

・
交
通
対
策
課
　
☎
演
６
１
２
２

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援

５
月
は「
消
費
者
月
間
」

だ
ま
さ
れ
な
い
消
費
者
に
な
ろ
う

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○
﹁
警
告
画
面
や
警
告
音
は
偽
物
で

は
な
い
か
？
﹂
と
ま
ず
は
疑
っ
て

み
ま
し
�
う
。

○
警
告
画
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
連

絡
先
に
電
話
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
�
う
。

○
警
告
画
面
や
警
告
音
が
出
て
も
慌

て
ず
、
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
�
う
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
市
で
は
、

現
在
１
３
２
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地
区

を
受
け
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
子
育
て
中

の
人
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
の
人
な

ど
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て
い
る
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
役
と
な
り
、
ま
た
、
皆
さ
ん

と
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
も
果
た
し
ま

す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
中
で
、
特
に
児
童
福
祉
分
野
を
専

門
に
担
当
す
る
委
員
で
す
。
子
育
て
に
対

す
る
不
安
や
虐
待
、
い
じ
め
、
不
登
校
な

ど
地
域
の
子
ど
も
に
関
す
る
事
案
を
扱
い

ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
に
は
秘
密
厳
守
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
、
◎
は
主
任
児
童
委
員
）

　
な
お
、
担
当
区
域
は
、
福
祉
課
ま
た
は

各
支
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

思
誠
地
区

　
瀬
尾
　
貴
則
　
　
佐
々
木
正
尚

　
吉
田
　
裕
明
　
　
池
田
　
和
正

　
乗
本
　
　
進
　
　
森
本
　
弘
志

　
杉
原
　
悦
子
　
　
村
上
　
　
平

　
岡
本
　
宗
明
　
　
中
島
　
良
介

　
吉
良
　
英
紀
　
　
柴
田
　
洋
人

　
宮
地
　
恵
子
　
　
佐
藤
　
和
子

◎
西
村
　
幸
子
　
◎
江

　
真
理

高
西
地
区

　
竹
本
　
洋
子
　
　
眞
治
　
義
忠

　
大
谷
志
津
子
　
　
阪
本
　
政
子

　
船
越
　
孝
則
　
　
定
岡
　
達
文

◎
中
田
　
啓
子
　
◎
眞
賀
里
京
子

上
市
地
区

　
山
本
　
健
二
　
　
宮
澤
　
誠
一

　
瀧
本
　
　
亘
　
　
林
　
　
節
子

　
𠮷
國
　
弓
子
　
　
西
田
　
　
茂

◎
小
谷
　
靖
子
　
◎
𠮷
國
　
弘
記

千
屋
地
区

　
田
中
　
啓
子
　
　
田
邊
　
壽
朗

　
上
田
　
睦
美
　
　
田
中
　
洋
子

◎
上
田
　
久
子
　
◎
柴
田
　
里
美

菅
生
・
熊
谷
地
区

　
谷
村
眞
知
子
　
　
赤
木
　
幸
夫

　
梶
原
　
安
子
　
　
中
田
　
一
夫

　
山
﨑
　
　
綠
　
　
戸
田
　
義
正

　
山
本
　
知
久
　
◎
大
月
　
幸
子

◎
立
永
　
禎
子

美
郷
地
区

　
松
原
　
　
淳
　
　
新
持
普
美
子

　
森
山
　
多
美
　
　
下
橋
　
昌
子

　
岩
本
　
剛
宗
　
　
西
村
　
　
勉

　
村
下
　
光
一
　
　
橋
本
　
敏
子

　
林
　
　
雅

　
　
古
米
　
正
策

◎
道
滿
　
康
江
　
◎
伴
藤
　
宏
子

井
倉
・
法
曽
地
区

　
杉
本
　
和
夫
　
　
森
田
　
　
寿

　
三
上
　
久
子
　
　
川
添
　
住
恵

◎
渡
邉
　
恵
美
　
◎
平
田
　
基
昭

草
間
地
区

　
渡
邉
　
睦
也
　
　
才
田
　
雅
美

　
宮
坂
　
要
治
　
　
林
　
　
留
理

　
橋
本
　
二
郎
　
　
神
﨑
　
康
子

　
岡
本
　
　
恒
　
◎
小
林
　
　
茂

◎
大
塚
多
加
子

豊
永
地
区

　
藤
井
　
芳
和
　
　
藤
川
　
結
子

　
小
川
　
　
操
　
　
植
田
　
　
進

◎
藤
井
　
安
子
　
◎
棟
長
三
佐
子

大
佐
地
区

　
戸
田
　
　
榮
　
　
山
形
　
勝
江

　
山
根
美
枝
子
　
　
佐
藤
　
久
夫

　
下
田
　
泰
久
　
　
山
岡
　
武
志

　
的
場
　
好
夫
　
　
小
堀
智
惠
子

　
中
嶋
　
隆
美
　
　
西
井
　
匡
子

　
川
上
　
保
夫
　
　
神
原
　
一
男

◎
西
田
　
勝
江
　
◎
神
原
多
美
子

神
郷
地
区

　
西
川
　
行
治
　
　
忠
田
　
　
弘

　
山
室
　
邦
治
　
　
矢
吹
　
文
明

　
福
田
　
健
一
　
　
信
谷
　
清
己

　
福
田
　
　
勇
　
　
代
々
　
　
徹

　
竹
本
　
行
男
　
◎
森
重
　
靜
江

◎
溝
上
み
ど
り

哲
多
地
区

　
逸
見
　
知
子
　
　
八
島
　
洋
子

　
𠮷
田
　
宥
正
　
　

木
　
　
均

　
瀧
本
智
惠
子
　
　
小
原
　
　
武

　
小
川
　
勝
子
　
　
梶
川
　
　
正

　
赤
木
つ
や
子
　
　
西
村
　
忠
志

　
西
村
　
邦
雄
　
　
鷲
山
　
惠
祥

◎
品
川
　
啓
子
　
◎
大
道
　
淳
子

哲
西
地
区

　
垰
　
　
俊
二
　
　
三
上
由
起
子

　
井
上
ミ
キ
コ
　
　
前
田
　
五
郎

　
津
村
　
正
憲
　
　
中
川
　
眞
五

　
松
村
　
節
子
　
　
花
田
　
松
子

　
安
田
志
津
江
　
　
松
本
　
惣
八

　
加
藤
　
修
子
　
◎
中
山
　
淳
子

◎
川
上
　
二
朗

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
福
祉
課
　
☎
演
６
１
２
６

・
各
支
局

地
域
の
身
近
な
相
談
役
！

５
月
12
日
は「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」
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５
月
21
日
㈯

５
月
22
日
㈰

第
24
回
鳴
滝
祭

『
強
く
・
凛り

り々
し
く
・
逞た

く
まし
く 

〜
羽
ば
た
け
！
不
死
鳥
の
よ
う
に
〜
』

チ
ケ
�
ト
料
金

○
前
売
　
６
０
０
円

○
当
日
　
８
０
０
円

取
扱
場
所
　
ロ
�
ソ
ン
（
ロ
ッ
ピ
�
）、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
）、

カ
ラ
オ
ケ
ワ
イ
ワ
イ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
は
新
見

市
在
住
の
人
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
お
早

め
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
新
見
公
立
大
学
鳴
滝
祭
実
行
委
員
会

　
☎
演
８
３
５
９（
内
線
６
１
０
８
）

　
糸narutaki@

niim
i-u.ac.jp

新
見
公
立
大
学
大
学
祭

●
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

　
ア
コ
ギ
部
、
軽
音
な
ど

●
鳴
滝
祭
お
笑
い
ラ
イ
ブ

　
出
演
者

●
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

　
手
話
部
、
ダ
ン
ス
部
な
ど

あばれる君 ウエストランド 東京ホテイソン

　﹁
女
ら
し
く
﹂﹁
男
ら
し
く
﹂
よ
り
も
﹁
自

分
ら
し
く
﹂
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
メ
ッ
セ
�
ジ
を
、
ユ
�

モ
ア
を
交
え
た
川
柳
で
表
現
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

募
集
内
容

　
育
児
や
子
育
て
、
家
事
、
介
護
、
自
分

ら
し
さ
、
ワ
�
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、

防
災
・
災
害
、
職
業
、
将
来
の
夢
な
ど
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
を
テ
�
マ
に

し
た
五
七
五
調
の
川
柳
で
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。（
１
人
３
点
ま
で
）

応
募
方
法

　
川
柳
（
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
）、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職

業
ま
た
は
学
校
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

上
、
は
が
き
、
フ
�
ク
ス
ま
た
は
メ
�
ル

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
※
ペ
ン
ネ
�
ム

で
の
応
募
も
可
能
で
す
。

応
募
期
限

　
５
月
27
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
資
格

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

作
品
例

○
お
む
つ
か
え
初は

じ

め
モ
タ
モ
タ
今い

ま

は
プ
ロ

○
女じ

�

し子
だ
け
ど
ち
か
ら
仕し

ご

と事
も
し
て
み
た

い
○
八や

そ

じ

十
路
で
も
朝あ

さ
い
ち
ば
ん

一
番
に
化け

し
�
う粧
す
る

そ
の
他

○
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
（
５
点

程
度
）
を
選
び
、
賞
状
と
副
賞
（
に
�

み
ん
グ
ッ
ズ
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
市
報
に
い
み
８
月
号
の
新

見
市
男
女
共
同
参
画
情
報
紙﹁
り
ぼ
ん
﹂

第
34
号
（
８
月
１
日
発
行
）
で
紹
介
し

ま
す
。

○
応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、応
募
作
品
は
﹁
り
ぼ
ん
﹂

へ
の
掲
載
お
よ
び
広
報
な
ど
に
使
用
し

ま
す
。

︻
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
〒
７
１
８

�

８
５
０
１

　
新
見
３
１
０

�

３

　
新
見
市
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集
委

員
会
事
務
局
（
総
合
政
策
課
内
）

　
☎
演
６
１
４
３
　
胃
演
６
２
４
３

　
糸s-seisaku@

city.niim
i.lg.jp

男
女
共
同
参
画〝
川
柳
〟を
募
集
！
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情
報

プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

道
路
の
環
境
美
化
活
動
な
ど
に

報
償
金
を
支
給

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
道
路
の
維
持
保
全

の
た
め
、
道
路
愛
護
会
を
組
織
し
、
次

の
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
報
償
金
な
ど

を
支
給
し
ま
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
（
市
管
理
県
道

含
む
）
の
維
持
保
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

道
路
愛
護
会
の
主
な
活
動
内
容

○
道
路
の
草
刈
、
側
溝
清
掃
な
ど
の
環

境
美
化
活
動

○
道
路
の
維
持
補
修

○
道
路
の
崩
壊
箇
所
な
ど
の
報
告

○
災
害
発
生
な
ど
緊
急
時
の
応
急
措
置

な
ど

愛
護
会
報
償
金
な
ど

○
道
路
の
環
境
美
化
活
動
実
施
延
長
１

０
０
メ
�
ト
ル
当
た
り
千
円
（
年
２

回
を
限
度
）

○
事
業
実
施
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

保
険
料
（
１
人
当
た
り
年
間
掛
金
３

５
０
円
を
限
度
）

※
作
業
実
施
か
ら
時
間
が
経
過
す
る
と

確
認
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

作
業
後
は
速
や
か
に
事
業
実
施
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
２
回
実
施
さ
れ
る
団
体
は
１
回
ご

と
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
建
設
課
　
☎
演
６
１
３
１

・
各
支
局

イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
費
用
を
補
助

　
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

防
護
柵
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　
被
害
防
止
の
た
め
、
早
め
に
計
画
を

立
て
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
前
に
設
置
さ
れ
た
場
合

は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額
︵
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
︶

〇
電
気
柵

　
２
５
０
円
の
２
分
の
１
以
内

〇
ト
タ
ン

　
５
０
０
円
の
２
分
の
１
以
内
　
な
ど

補
助
要
件
　
３
戸
以
上
の
設
置

※
た
だ
し
、
３
戸
未
満
の
設
置
に
つ
い

て
も
、
設
置
延
長
１
０
０
メ
�
ト
ル

以
上
な
ど
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て

は
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
農
業
畜
産
振
興
課
　
☎
演
６
１
３
３

落
石
な
ど
を
発
見
し
た
ら
一
報
を

　
春
は
雪
解
け
に
よ
り
、
道
路
へ
の
落

石
や
倒
木
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

　
市
で
は
、
毎
日
道
路
パ
ト
ロ
�
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
落
石
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
、
建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
道
路
（
市
管

理
県
道
を
含
む
）
で
、
路
上
の
障
害
物

や
道
路
の
損
傷
な
ど
が
原
因
で
事
故
に

遭
わ
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
新
見
警
察

署
お
よ
び
建
設
課
（
休
日
夜
間
の
場
合

は
市
役
所
宿
日
直
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
道
路
施
設
を
破
損
し
た
場
合

も
同
様
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
建
設
課
　
☎
演
６
１
３
１

・
市
役
所
宿
日
直
　
☎
演
６
１
６
１

・
新
見
警
察
署
　
☎
演
０
１
１
０

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
が
必
要

　
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
、
法
律
や

条
例
な
ど
で
一
定
の
義
務
や
規
制
が
あ

り
、
許
可
が
必
要
で
す
。

屋
外
広
告
物
と
は

　
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
、

屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
目
的
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
ポ
�
ル
サ
イ
ン
、
建
物
の
壁
面
・
屋

上
広
告
、
突
出
広
告
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
自
己
の
土
地
・
建
物
内
で
も
掲
出
で

き
な
い
も
の
や
許
可
の
必
要
な
も
の
、

大
き
さ
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
建
設
課
　
☎
演
６
１
３
１

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
籍
調
査
は
、
土
地
の
戸
籍
調
査
と

も
い
え
る
も
の
で
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の
境
界
を
確

認
し
、
正
し
い
位
置
、
地
番
、
地
目
、

面
積
、
所
有
者
な
ど
を
明
確
に
す
る
調

査
で
す
。

　
法
務
局
は
、
こ
の
成
果
に
基
づ
き
、

土
地
登
記
簿
を
変
更
し
、
地
籍
図
を
備

え
付
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財
産
を

守
る
重
要
な
調
査
と
し
て
﹁
地
籍
調
査

事
業
﹂
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
地
籍
調
査
実
施
地
区

　
新
見
の
一
部
、
高
尾
の
一
部
、
大
佐

田
治
部
の
一
部
、
哲
西
町
矢
田
の
一
部

令
和
３
年
度
地
籍
調
査
結
果
閲
覧
地
区

　
西
方
の
一
部
、
神
郷
下
神
代
の
一
部
、

哲
多
町
本
郷
・
花
木
の
一
部

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
建
設
課
　
☎
演
６
１
３
１
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募
集

新
見
市
奨
学
生
を
募
集

募
集
定
員

〇
大
学
生
、
高
専
生
、
専
修
生
　
８
人

〇
高
校
生
、
専
修
生
（
高
等
課
程
）１

人
応
募
資
格
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人①
父
母
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
人
が

新
見
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
経
済
的
事
情
に
よ
り
修
学
が
困
難
で

あ
る
こ
と

③
成
績
や
品
行
が
よ
く
、
心
身
と
も
に

健
康
で
あ
る
こ
と

貸
与
月
額

〇
大
学
生
、
高
専
生
、
専
修
生

　
３
万
３
千
円

〇
高
校
生
、
専
修
生
（
高
等
課
程
）

　
１
万
４
千
円

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
、
卒
業
の
月
ま

で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法
　
学
校
教
育
課
に
あ
る
所
定

の
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
６
月
15
日
㈬

奨
学
金
の
返
還
　
卒
業
後
ま
た
は
貸
与

廃
止
後
に
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
３

倍
の
期
間
内

︻
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
学
校
教
育
課
　
☎
演
６
１
４
６

工
事
な
ど
の
際
は
「
周
知
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
の
確
認
を

　﹁
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
﹂
と

は
、
古
墳
、
集
落
跡
、
城
館
跡
、
製
鉄

関
連
遺
跡
な
ど
と
い
っ
た
土
地
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
文
化
財
﹁
埋
蔵
文
化
財
﹂

が
所
在
す
る
土
地
を
指
し
ま
す
。
市
内

に
も
約
１
４
０
０
カ
所
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の﹁
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
﹂

で
土
木
工
事
や
開
発
行
為
に
よ
る
掘
削

な
ど
を
行
う
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
工
事
予
定

地
が
﹁
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
﹂

か
ど
う
か
、
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
参
物
　
工
事
箇
所
の
位
置
図
、
平
面

図
な
ど

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
生
涯
学
習
課

　
☎
演
６
１
４
８
　
胃
演
６
１
２
０

　
糸s-gakushu@

city.niim
i.lg.jp

創
業
・
経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

　
創
業
や
経
営
に
必
要
な｢

経
営｣｢

販

路
開
拓｣｢

財
務｣｢

人
材
育
成｣

な
ど
の

知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
創
業
・
経

営
支
援
セ
ミ
ナ
�
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
だ
具
体
的
な
計
画
を
持
っ
て
い
な

い
人
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
で
創
業
し
て
間
も
な
い
人
、

市
内
で
創
業
の
準
備
を
具
体
的
に
進
め

て
い
る
人
、
事
業
を
継
承
す
る
人
な
ど

内
容

○
６
月
11
日
㈯

　
９
時
�
12
時
﹃
経
営
﹄（
創
業
プ
ラ

ン
の
基
礎
知
識
）

　
13
時
�
16
時
﹃
販
路
開
拓
﹄（
マ
�

ケ
テ
�
ン
グ
の
基
礎
知
識
・
販
路
開

拓
へ
の
展
開
）

○
６
月
12
日
㈰

　
９
時
�
12
時
﹃
財
務
﹄（
財
務
諸
表

の
基
礎
知
識
・
収
支
計
画
の
作
り
方
）

　
13
時
�
16
時
﹃
人
材
育
成
﹄（
経
営

者
の
心
構
え
・
経
営
計
画
書
の
作
成
）

講
師
　
難な

ん

ば波
　
三さ

ぶ
ろ
う郎
氏
（
中
小
企
業
診

断
士
）

場
所
　
市
役
所
南
庁
舎
１
階
会
議
室
１
Ｃ

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈫

※
申
し
込
み
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
商
工
観
光
課
　
☎
演
６
１
３
７

・
新
見
商
工
会
議
所
　
☎
演
２
１
３
９

・
阿
哲
商
工
会
　
☎
往
６
１
０
３

ご
利
用
く
だ
さ
い

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
小

学
校
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
就
学
費
を
援
助
し
、
安
心
し
て
教

育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
﹁
就
学
援
助
制

度
﹂
を
設
け
て
い
ま
す
。

援
助
の
内
容
　
学
用
品
費
（
新
入
学
を

含
む
）、
通
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、

修
学
旅
行
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

申
請
方
法
　
各
学
校
を
通
し
て
所
定
の

用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
５
月
20
日
㈮

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
学
校
教
育
課
　
☎
演
６
１
４
６
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ドリームジャンボ
ドリームジャンボミニ

TEL 086-226-7254
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新見警察署からのお知らせ

アプリのダウンロードはこちら

用水路への転落事故防止

今月の相談窓口

【問い合わせ先】新見警察署交通課　☎演0110【問い合わせ先】秘書広報課　☎演6190

相談内容 相談日 会場 時間 予約 問い合わせ先

心配ごと相談 18日（水） 市役所南庁舎　 ９ :00～12:00 社協　本所　☎演7306

人権・行政相談
６ 日（金） おおさ総合センター ９ :00～12:00 大佐支局　　☎殴2111

18日（水） 新郷市民センター ９ :00～12:00 神郷支局　　☎往6111

人権・行政・登記・法律相談 11日（水） 哲多総合センター ９ :00～12:00 哲多支局　　☎横2111

人権・行政・登記・家庭児童・
母子父子相談 18日（水） 市役所南庁舎　 ９ :00～12:00 総務課　　　☎演6204

心の健康相談 13日（金） 備北保健所新見支所 15:00～17:00 要 備北保健所新見支所
　　　　　　☎演5691

思春期心の健康相談 19日（木） 備北保健所新見支所 10:00～12:00 要 備北保健所新見支所
　　　　　　☎演5691

法律相談 18日（水） 地域福祉センター 10:00～15:00 要 社協　本所　☎演7306

消費生活相談 12日（木） 市役所ふれあい会館 10:30～15:00 交通対策課　☎演6122

交通事故相談 13日（金） 市役所ふれあい会館 10:00～15:00 交通対策課　☎演6122

年金相談※
12日（木）

新見商工会議所 10:00～15:00 要 高梁年金事務所
　　　　☎0866蔚057026日（木）

※年金相談の予約申込は自動音声案内でご案内します。「１」を選択後、「２」を選択してください。� 社協＝社会福祉協議会

　市内ではそろそろ田植えの時季ですね。 
　この時季から用水路は田植えに備えて水を貯め
るため、用水路の水位が上昇します。
　県内では用水路転落による死亡事故が発生して
いることから、二輪車および自転車の運転者や歩
行者の皆さんは、次の３つの場所では特に転落防
止に気を付けてください。

○転落防止柵がない場所
　特に道路左側の用水路への転落が多いです。

○道路と用水路の区別がつかない場所
　用水路に気が付かず、そのまま直進などして転

落することが多いです。

○用水路を渡るための橋が設けられた場所　
　橋を渡っている途中に転落することが多いです。

あなたのスマホに入っていますか？

新見市公式ポータル

新見まちナビ
　市からの最新のイベント情報や防災情報をすば

やく手軽に取得することができるスマートフォン
向けアプリです。
　プッシュ通知で最新情報を受け取ることができ
るほか、市内の観光地や避難所などの場所を地図
上に表示したり、埋め込んでいるスポット情報か
ら施設の場所までのナビ機能を利用できるなど便
利な機能が満載です。
　ぜひダウンロードしてご利用ください。

無料
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新
見
は
御
殿
町
で
あ
る
。
元
禄
10

（
１
６
９
７
）
年
、
初
代
新
見
藩
主
・

関せ
き
な
が
は
る

長
治
が
津
山
か
ら
１
万
８
千
石
で
移
封

さ
れ
た
。
当
時
、
５
万
石
以
上
で
な
い
と

城
が
持
て
な
か
っ
た
た
め
、
新
見
藩
は
、

現
在
の
県
立
新
見
高
校
北
校
地
の
あ
る
場

所
に
御
殿
を
造
営
し
て
行
政
を
行
っ
た
。

こ
の
地
に
あ
る
運
動
場
は
御
殿
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
正
徳
５（
１
７
１
５
）
年
に
新
見
藩
の

守
護
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
船
川
八
幡
神

社
に
お
い
て
行
わ
れ
る
10
月
15
日
の
大
祭

日
の
御
神
幸
の
様
子
を
再
現
し
た
も
の
が
、

３
０
０
年
の
歴
史
を
刻
み
現
在
に
伝
わ
る

�
土
下
座
祭
り
�
と
呼
ば
れ
る
武
器
行
列

で
あ
る
。
こ
の
武
器
行
列
に
携
わ
る
藩
士

の
姿
が
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
、
市
内
各
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
新
見
駅
に
降
り
た
人
が
、
ま
ず
目

に
す
る
の
が
駅
前
広
場
に
設
置
さ
れ
た
数

本
の
石
柱
に
彫
ら
れ
た
行
列
藩
士
の
姿
で

あ
る
。

　
ま
た
、
長
屋
か
ら
唐
松
へ
架
か
る
新
川

合
橋
の
欄
干
に
設
置
さ
れ
て
い
る
藩
士
の

姿
も
、
県
南
か
ら
新
見
市
域
へ
入
っ
た
人

の
目
に
映
え
る
光
景
で
あ
る
。

　
市
街
地
区
域
の
マ
ン
ホ
�
ル
蓋
に
も
藩

士
の
姿
を
モ
チ
�
フ
と
し
た
鬼
っ
子
の
シ

ン
ボ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鬼
っ
子

シ
ン
ボ
ル
は
市
内
の
菓
子
店
に
パ
イ
菓
子

と
し
て
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
隣

接
す
る
広
島
県
庄
原
市
東
城
町
の
道
の
駅

に
は
、
こ
の
鬼
っ
子
姿
の
土
鈴
が
土
産
物

と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
最
近
確
認
は
で
き
て
い

な
い
が
、
中
国
自
動
車
道
の
大
佐
サ
�
ビ

ス
エ
リ
ア
近
く
の
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
武
器

行
列
の
藩
士
と
思
わ
れ
る
案
内
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
新
見
藩
を

彷ほ
う
ふ
つ彿
さ
せ
る
シ
ン
ボ
ル
が
各
所
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
新
見
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
、

市
民
に
と
っ
て
は
心
和
む
作
品
で
あ
る
。

※
参
考
・
引
用
文
献
　﹁
ふ
る
さ
と
探
訪
﹂

（
昭
和
59
年
　
旧
新
見
市
発
行
）

御
殿
町
を
偲し

の

ぶ

　
各
所
に
残
る
藩
の
シ
ン
ボ
ル

　
こ
の
コ
�
ナ
�
は
、
新
見
市
報
道
委
員

が
取
材
、
編
集
を
行
う
コ
�
ナ
�
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届

け
し
ま
す
。

︻
新
見
市
報
道
委
員
︼︵
敬
称
略
︶

　
角
川
　
宣
行
（
委
員
長
）

　
難
波
　
美
帆
（
副
委
員
長
）

　
荒
木
　
志
野

　
梶
本
　
佳
照

　
髙
瀬
　
智
司

　
仲
田
　
奈
美

　
山
形
　
夕
実

　ayam
i

　
岡
崎
　
裕
生
（
市
議
会
議
員
）

　
藤
井
　
和
昭
（
秘
書
広
報
課
長
）

駅前広場

マンホール蓋

新川合橋

鬼っ子土鈴
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　春の交通安全運動行事として学校などを訪問し、交
通安全を呼び掛けるとともに、交通事故防止の啓発を
行いました。
　新見保育所では、隊員から園児に「横断歩道は左右
をよく確認して、手を上げて渡りましょう」などと呼
び掛けがありました。その後、白バイ・パトカーの乗
車体験があり、園児は貴重な経験をするとともに、交
通安全に対する意識を高めました。

4/15 交通安全キャラバン隊

交通事故に注意しよう！

　地域運営組織「支え合う上熊谷をつくる会」の活動
拠点施設として開所しました。
　この施設は、地域運営組織によるワークショップの
意見を反映し、熊谷市民センターを改築したもので、
いつでも集えるサロンの運営や、学童保育が行われる
予定です。
　出席した関係者は、施設の開所を祝うとともに、上
熊谷地域のさらなる振興を祈念しました。

４/３ 上熊谷地域づくりセンター開所

地域の活動拠点

　新見駅西学生マンションの１階に完成し、オープニ
ングセレモニーが行われました。
　線路に面した南側はガラス張りで、光差し込む暖か
な空間には、発達支援センター「なごみ」、こども交
流広場「ひだまり」、スタディラウンジ「ゆめラウ」
があります。
　市民と学生をはじめ、地域に開かれた施設として、
交流の場となることが期待されています。

４/17 NiU新見駅西サテライト
オープン

市民と学生の交流の場に

　新見美術館で、シナモンの素焼きに絵の具で色付け
をするワークショップが行われました。親子連れらが
参加し、真っ白なシナモンに楽しく、かわいらしく色
を付け、思い思いのシナモンを作りました。
　この日は同展に多くのファンが訪れ、「かわいい」
「ふわふわ」に包まれていました。
　なお、同ワークショップは７月10日までの会期中、
休館日を除いて毎日開催されます。

4/17 新見美術館
「ふわふわシナモロール展」

作ったよ！わたしのシナモン！
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日々、挑戦！

松
ま つ お

尾　飛
ひ な

那 さん

新見市役所 産業部 農業畜産振興課

羽ば
たけ！

New FaceNew Face

現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
祖
父
母
が
住
ん
で
い
る
新
見
市
に
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
に
は
祖
父
母
の
も
と
で
収

穫
し
た
農
作
物
の
袋
詰
め
や
農
協
へ
の

出
荷
を
手
伝
っ
た
り
、
採
れ
た
て
の
モ

モ
や
ス
イ
カ
を
食
べ
た
り
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。
他
に
も
満
奇
洞
や
花
火
大
会
、

千
屋
温
泉
に
行
っ
た
り
、
お
正
月
に
は

祖
父
母
の
つ
い
た
お
餅
を
食
べ
た
り
と

新
見
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
楽
し
い
も

の
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
思
い
出
深
い

新
見
市
に
何
か
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
思
い
、
市
役
所
職

員
と
い
う
仕
事
を
選
び
ま

し
た
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
か

　
新
規
就
農
に
関
わ
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
新

規
就
農
相
談
会
で
は
就
農

希
望
者
と
栽
培
し
た
い
品

目
や
規
模
、
営
農
に
必
要

な
資
金
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
す
。
そ
し

て
、
農
協
や
普
及
指
導
セ

ン
タ
�
と
連
携
し
て
就
農

希
望
者
が
受
入
農
家
の
も

と
で
農
業
体
験
・
研
修
を

行
え
る
よ
う
に
調
整
を
し

た
り
、
就
農
に
必
要
な
補
助
制
度
な
ど

を
案
内
し
、
就
農
の
サ
ポ
�
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

10
年
後
に
目
指
す
将
来
像
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢

を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
10
年
間
で
多
く
の
こ
と

を
経
験
し
、
公
私
と
も
に
そ
の
ス
タ
イ

ル
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
分
が
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
や

興
味
関
心
の
あ
る
こ
と
に
チ
�
レ
ン
ジ

す
る
姿
勢
は
変
え
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
探
求
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
気
分
転
換
し
て
い

ま
す
か

　
ま
だ
ま
だ
市
内
に
行
っ
た
こ
と
の
な

い
お
店
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
休
日
に
は
い
ろ
い
ろ
巡
っ

て
み
た
い
で
す
。
自
宅
付
近
は
徒
歩
で

散
策
し
て
、
遠
い
と
こ
ろ
に
は
就
職
を

機
に
買
っ
た
車
で
ド
ラ
イ
ブ
も
兼
ね
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
る
の
が
好
き
な
の
で
、
新
見

の
グ
ル
メ
を
特
に
楽
し
み
た
い
で
す
。

就
職
活
動
に
悩
む
若
者
た
ち
へ

　
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私

は
大
学
２
年
時
に
新
見
市
の
ピ
オ
�
ネ

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
る
集
中
講
義
に

参
加
し
ま
し
た
。
大
学
で
事
前
講
習
を

受
け
た
後
に
ピ
オ
�
ネ
交
流
館
で
収
穫

体
験
を
し
、
生
産
農
家
さ
ん
を
交
え
て

Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
デ
�
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ
の
講

義
を
通
し
て
、
新
見
市
が
誇
る
ピ
オ
�

ネ
生
産
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
新

見
と
い
う
ま
ち
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
私
に

と
っ
て
市
役
所
職
員
と
い
う
仕
事
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。

抱
負

　
こ
れ
か
ら
新
見
市
役
所
職
員
と
し

て
、
農
業
振
興
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ

ん
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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激
痛
が
走
っ
た
。
あ
れ
は
高
校
３
年
の
夏
で
し
た
。
柔
道
の

練
習
中
に
左
肘
を
骨
折
、
そ
し
て
入
院
。
そ
れ
が
先
生
と
の
最

初
の
出
会
い
で
し
た
。

　
先
生
は
、
岡
山
県
内
の
大
学
、
高
校
で
相
撲
を
教
え
、
あ
の

北
の
湖
と
も
よ
く
稽
古
を
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
岡
山
県
支
部
長
で
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る

日
、
刀
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
生
の
自
宅
に
訪
れ
た
と
き
、
部
屋
に
は

１
０
０
本
を
超
す
古
刀
、
名
刀
が
あ
り
、
拝
見
し
て
い
る
と
そ

の
妖
艶
さ
に
引
き
込
ま
れ
、﹁
こ
れ
を
趣
味
に
﹂
と
思
っ
た
瞬

間
で
し
た
。

　﹁
胴ど

う
た
ぬ
き

太
貫
﹂
は
子
連
れ
狼
の
拝お

が
み
い
っ
と
う

一
刀
の
一
族
が
柳
生
一
門
に

殺
害
さ
れ
、
復
讐
の
旅
に
で
た
と
き
の
暗
殺
剣
で
、
切
れ
味
最

高
の
一
品
。
切
れ
味
最
高
の
一
品
。﹁
国く

に
し
げ重
﹂
は
信
長
か
ら
黒

田
官
兵
衛
に
下か

し賜
さ
れ
、
子
の
長
政
が
愛
し
た
刀
。﹁
虎こ

て

つ徹
﹂

は
近
藤
勇
の
愛
刀
で
、
池
田
屋
事
件
で
沖
田
総
司
た
ち
の
刀
先

は
折
れ
た
が
こ
の
刀
は
強
靱じ

ん

で
無
傷
で
し
た
。﹁
陰い

ん
よ
う
ま
る

陽
丸
﹂
は

熱
田
神
社
に
あ
る
大
太
刀
で
コ
レ
ラ
退
治
の
刀
で
す
。
刀
剣
に

ま
つ
わ
る
話
、
刀
剣
の
刃
紋
の
美
し
さ
、
鞘
の
拵

こ
し
ら

え
の
豪
華
さ
、

ど
れ
も
が
魅
力
で

す
。

　
年
に
数
回
、
刀

剣
の
手
入
れ
を
し

な
が
ら
そ
っ
と
青

空
に
目
を
や
れ
ば
、

在
り
し
日
の
先
生

と
の
出
会
い
を
懐

か
し
く
思
う
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。

　今年の鳴滝祭のテーマは「強く・凛々しく・逞しく～羽ばたけ！不
死鳥のように～」です。制限が多い昨今ですが、強く凛々しい不死鳥
のように、学生の私たちも明るい未来に希望を持って生きようという
思いを込めました。ご来場いただく皆さんにも明るく笑顔になっても
らえるような大学祭にしたいと思っています。 
　全学科が４年制になって４年目を迎える今年は、人数も大学の規模
も大きくなっています。部活動やサークル活動の幅も広がり、鳴滝祭
のステージではたくさんの部が活動を披露するので、そこにも注目し
ていただけるとうれしいです。また、模擬店や展示、お笑いライブなど、
さまざまな企画も用意していますので楽しみにしていてください。 
　今年は地域の皆さんにも来ていただけるということで、本当にうれ
しく思っています。いつも私たち学生に優しいお声掛けやご支援をい
ただきありがとうございます。鳴滝祭を通して感謝の気持ちを伝えた
いと思っています。５月21日、22日の２日間一緒に楽しみましょう！
お待ちしています！

強く・凛
り り

々しく・逞
たくま

しく～羽ばたけ！不死鳥のように～
新見公立大学　健康保育学科　３年

戸
と だ

田　早
さ や

耶 さん（徳島県鳴門市）

出会いで
生まれた趣味

名
な ご し

越　誠
まこと

 さん 哲多町蚊家
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みんなの広場
\\ 晴れのち晴れ　新見は今日も青空いっぱい//

北

か

ら

南から 【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

「五月病」とは
　新緑がまぶしい季節になり、学校や職場などで
新たな生活がスタートして１カ月がたちます。し
かし新生活は慣れないことも多く、無意識のうち
にストレスがたまるもの。この時期に身体がだる
く疲れやすい・眠れないなどの心身の症状が現れ
ることがあり、これを「五月病」と呼びます。「五
月病」は正式な医学用語ではありませんが、この
季節に新しい環境で生活が始まる人に起こりやす
いことからこのように呼ばれます。

「五月病」を防ぐには
　日々の生活ではストレスは必ずあるものと理解
し、ストレスとうまくつきあう方法を考えましょ
う。規則正しい生活で十分な睡眠・休息を取るよ
うに心掛け、自分に合ったストレス解消法を見つ
けることが大切。困ったときにはひとりで悩みす
ぎず、身近な人に相談してみましょう。しかし、
最初は話を聞いてもらうべきか迷うこともあるで
しょう。そうして放っておくうちに本格的な抑う
つ状態へ進むことがあります。かかりつけの医療
機関に聞いてみるのもよいでしょう。必要な場合
はカウンセラーや産業医、心療内科医などと連携
して対応します。周囲の人が早めに気付いてあげ
ることも大切です。

第
206
通

松ま

つ

お尾
　
未み

お央 

さ
ん 

（32） （
旧
姓
：
田
中
）

真
庭
市
月
田
（
旧
住
所
　
高
尾
）　
会
社
員

五月病に悩まされていませんか

婚
を
機
に
生
ま
れ
育
っ
た
新
見
を
離
れ
、

約
１
年
に
な
り
ま
す
。

　
私
が
今
住
ん
で
い
る
の
は
、
新
見
市
の
隣
の
真

庭
市
月
田
と
い
う
所
で
す
。
真
庭
市
は
﹁
木
材
の

ま
ち
﹂
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は

木
材
を
生
か
し
た
素
敵
な
建
物
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
家
の
す
ぐ
近
く
に
も
木
材
市
場
が
あ
り
、

祖
母
や
母
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
祖
父
が
生

前
仕
事
の
関
係
で
木
材
市
場
に
よ
く
行
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
近
く
に
嫁
い
で
き
た
の
も
何
か

の
縁
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
新
見
に
住
ん
で
い
た
と
き
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
繋
が
り
や
ご
縁
で
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
を
離
れ
て
改
め
て
、
そ

の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
い
る

ん
だ
な
と

実
感
し
て

い
ま
す
。

　
今
住
ん
で
い

る
月
田
も
地
域
の

人
た
ち
と
の
関
わ

り
が
深
く
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　
今
は
な
か
な
か
開
催
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
交
流
が

増
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
縁
を
大
切
に
、
感

謝
す
る
気
持
ち
も
忘
れ
ず
毎
日
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。

結

★

NI IM I
DOCTOR
NETWORK
新見市ドクターネットワーク

新見市ドクターネットワーク幹事
津
つ ざ き

崎　龍
りゅういちろう

一郎医師（新見中央病院）
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★
の
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
関
連
行

事
で
す
。

ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館（
中
央
図
書
館
）

５
月
７
日
㈯
14
時
～

「
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
・
映
画
会
」

　
幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
か
ん
た
ん
工
作
な

ど
と
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
ふ
し
ぎ
駄
菓

子
屋
銭
天
堂
﹂
を
上
映
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

開
催
中
～
５
月
12
日
㈭

★「
と
し
�
か
ん
☆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

対
象
　
小
学
生
以
下

　
図
書
館
に
隠
れ
て
い
る
ク
イ
ズ
を
探
し

て
答
え
よ
う
！
す
べ
て
の
ク
イ
ズ
に
正
解

す
る
と
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

哲
西
図
書
館

開
催
中
～
５
月
12
日
㈭

★「
職
員
の
お
す
す
め
本
」

　
職
員
の
お
す
す
め
本
を
展
示
し
ま
す
。

開
催
中
～
５
月
15
日
㈰

★「
春
の
子
ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　
貸
出
５
冊
で
１
つ
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
６
個
で
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

 

開
催
中
�
5
月
12
日

『
備
え
の
エ
ク
ス
テ
リ
ア
＆
ガ
ー
デ
ン
』

（
エ
ク
ス
テ
リ
ア
）
哲
西

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
／
刊

　
近
年
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
、
日
本
で
も

災
害
に
よ
る
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
災
害
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ク
ス
テ
リ
ア
や
ガ
�
デ
ン
の
デ
ザ
イ
ン

や
工
夫
、
災
害
に
強
い
庭
木
、
支
援
金
な

ど
を
紹
介
。

『
こ
れ
を
英
語
で
言
え
る
か
な
？
』（
英
語
）

哲
西

こ
あ
ら
の
学
校
／
著

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
／
刊

　﹁
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
﹂
っ
て
英
語
で
な

ん
て
い
う
？
日
常
で
よ
く
使
う
言
葉
で
も
、

い
ざ
使
お
う
と
す
る
と
出
て
こ
な
い
英
単

語
を
、
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
で
視
覚
的
に

覚
え
ら
れ
ま
す
。２
０
０
０
語
以
上
収
録
。

『
文
豪
中
学
生
日
記
』（
児
童
書
）

中
央
・
哲
西

小
手
鞠
る
い
／
著

あ
す
な
ろ
書
房
／
刊

　
書
く
こ
と
が
大
好
き
な
春
希
は
、
あ
る

日
日
記
を
書
こ
う
と
思
い
つ
く
。
中
三
で

文
芸
部
の
部
長
と
し
て
毎
日
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
サ
イ
ト
に
投
稿

し
た
詩
が
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
の
嵐
に
…
。

『
き
つ
ね
の
ぱ
ん
と
ね
こ
の
ぱ
ん
』（
絵
本
）

中
央
・
哲
西

小
沢
正
／
作
　
長
新
太
／
絵

世
界
文
化
ワ
ン
ダ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
／
刊

　
き
つ
ね
と
ね
こ
の
パ
ン
屋
さ
ん
は
、
ど

ち
ら
も
お
い
し
い
と
評
判
の
お
店
で
し
た
。

あ
る
日
お
互
い
相
手
の
パ
ン
を
食
べ
、
自

分
の
パ
ン
よ
り
お
い
し
い
と
シ
ョ
ッ
ク
で

泣
き
出
し
て
し
ま
い
…
。

「中央」などは、所蔵図書館を表しています。

今月の おすすめ 本棚 新
見
市
立
図
書
館

図書館INFORMATION
開館時間 休館日

中央☎演2826 9：00〜19：00 月曜日
（祝日のときは翌日）

大佐☎殴2304 9：00〜19：00
土日祝 17：00閉館

月曜日
（祝日のときは翌日）

神郷☎往6110 10：00〜18：00
月曜日

（祝日のときは翌日）
月末の平日

哲多☎横2010 9：00〜17：00 土・日曜日、祝日
哲西☎押2110 9：00〜19：00
学術☎演0664 10：00〜18：00 祝日

中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書コーナー、神郷＝神郷
生涯学習センター図書コーナー、哲多＝哲多総合センター図書コーナー、
哲西＝哲西図書館、学術＝学術交流センター図書館
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新見美術館

法曽陶芸館

新見市西方361番地（☎演7851）
開館時間▶9：30～17：00 （入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜休館（ただし5月2日は開館）

「猪
い

風
ふ う

来
ら い

美術館」
新見市法曽609番地（☎煙2444）
開館時間▶9：30～17：00 （入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜日

●観覧料
　一　般 800（700）円　 大学生 500（400）円
　中高生 300（250）円　 小学生 200（150）円
※（　）内は各種割引料金
※市内の小・中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日曜日、祝日に限り観覧無料

●観覧料
　一般…400円（350円）　高校生…200円（150円）
　（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は観覧無料

シ
ナ
モ
ロ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
記
念

ふ
わ
ふ
わ
シ
ナ
モ
ロ
ー
ル
展

�

会
期
▼
７
月
10
日
㈰
ま
で

兵
頭
百
華
縄
文
土
器
展

「
め
ざ
め
の
軌
跡
〜
土
に
ふ
れ
る
喜
び
〜
」

会
期
▼
6
月
26
日
㈰
ま
で

　﹁
な
に
か
門
を
開
け
た
よ
う
な
感
覚
。

く
も
り
や
淀よ

ど

み
の
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
姿

で
居
ら
れ
る
。
も
と
も
と
の
私
の
姿
は
こ

れ
だ
っ
た
の
か
。
縄
文
と
の
出
会
い
で
真

の
自
分
に
再
会
し
た
。
縄
文
時
代
の
女
性

の
す
べ
て
の
も
の
へ
の
慈
愛
と
敬
意
の
念

が
表
さ
れ
た
い
の
ち
の
器
で
あ
る
縄
文
土

器
。
実
際
自
分
が
作
る
こ
と
で
よ
り
そ
の

表
現
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
土

作
り
か
ら
制
作
、
野
焼
き
ま
で
す
べ
て
の

工
程
が
私
の
癒
し
で
あ
り
喜
び
で
す
。﹂

（
兵ひ

�
う
ど
う
も
も
か

頭
百
華
）

　
兵
頭
百
華
（
平
成
11
年
生
ま
れ
倉
敷
市

在
住
）
は
高
校
卒
業
後
、
自
分
が
本
当
に

し
た
い
こ
と
・
心
が
惹
か
れ
る
も
の
を
模

索
す
る
中
で
縄
文
土
器
に
出
会
う
。
令
和

元
年
7
月
初
め
て
猪
風
来
美
術
館
で
縄
文

土
器
作
り
を
し
、
土
に
触
れ
形
を
作
り
出

す
お
も
し
ろ
さ
、
縄
文
土
器
に
表
さ
れ
た

縄
文
の
精
神
性
・
文
様
の
美
し
さ
に
惹
か

れ
、
そ
の
神
髄
を
知
り
た
い
と
猪
風
来
・

村
上
原
野
に
師
事
。
縄
文
の
技
と
心
と
息

遣
い
を
学
ぶ
彼
女
の
道
の
り
を
一
堂
に
会

し
て
展
覧
す
る
初
個
展
で
あ
る
。
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

企画展

　
人
気
キ
�
ラ
ク
タ
�
、
シ
ナ
モ
ン
の
デ
ビ
�

�
20
周
年
を
記
念
す
る
展
覧
会
を
開
催
中
。
み

ん
な
で
シ
ナ
モ
ン
に
会
い
に
来
て
ね
。

 

関
連
行
事 

「
ふ
わ
ふ
わ
シ
ナ
モ
ロ
ー
ル
展
」
特
別
企
画

デ
ビ
�
ー
20
周
年
！
シ
ナ
モ
ン
と
遊
ぼ
う

日
時
　
５
月
29
日
㈰
　
①
10
時
30
分
�
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
13
時
30
分
�
14
時

場
所
　
新
見
公
立
大
学
講
堂（
西
方
１
２
６
３︲

２
）

対
象
　
各
回
１
５
０
人
（
要
申
込
）

参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
（
受
付
で
全
員
分
の

シ
ナ
モ
ロ
�
ル
展
観
覧
券
の
提
示
が
必
要
）

※
当
日
会
場
で
現
金
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

カ
�
ド
、
電
子
マ
ネ
�
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　
新
見
美
術
館
窓
口
お
よ
び
電
話

（
☎
演
７
８
５
１
）
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
（
月

曜
休
館
）。

そ
の
他

○
イ
ベ
ン
ト
は
着
席
（
自
由
席
）
で
の
開
催
に

な
り
ま
す
。
車
椅
子
な
ど
の
人
、
お
手
伝
い

が
必
要
な
人
は
別
途
お
席
を
ご
用
意
い
た
し

ま
す
の
で
事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
写
真
撮
影
の
時
間
を
設
け
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
時
間
で
の
撮
影
、
録
画
、
録
音
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

○
個
別
の
撮
影
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
ご
提
示
い
た
だ
く
観
覧
券
は
鑑
賞
後
の
半
券

で
も
結
構
で
す
。
当
日
会
場
で
も
ご
購
入
い

た
だ
け
ま
す
が
、
カ
�
ド
、
電
子
マ
ネ
�
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

○
当
日
は
体
温
チ
�
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
開
催

時
刻
の
10
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

写真作品「火焔型土器」（模写）兵頭百華作
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かわいいお子さんの１歳の記念に「ハッピーバースデー」に写真を掲載しよう!!
令和3年6月生まれのお子さんの写真を募集します。市役所、各支局の窓口またはメールで受け付けます。

掲載希望の人は秘書広報課（☎演6190）へお問い合わせください。（締切は5月10日㈫）
メールはこちらから

ハッピーバースデー

新
に い ほ

穂　吉
き っ ぺ い

平 ちゃん
（西方／5.30生）

西
に し か わ

川　愛
あ い り

莉 ちゃん
（神郷下神代／5.25生）

上
う え は ら

原　暖
は る

 ちゃん
（高尾／5.7生）

　
新
見
市
ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員
協
議
会

で
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
気
軽
に
楽
し
め

る
ス
ポ
�
ツ
を
推
進
し
て
お
り
、
ペ
タ

ン
ク
や
ボ
ッ
チ
�
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
�
ル
、

モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
ニ
�
�
ス
ポ
�
ツ
の

実
技
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

指
導
料
　
無
料

そ
の
他
　
用
具
は
、
希
望
す
る
個
人
ま

た
は
団
体
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
新
見
市
ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員
協
議
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
演
６
１
４
８
　
胃
演
６
１
２
０

　
糸s-gakushu@

city.niim
i.lg.jp

ボッチャの様子

ピックルボールの様子

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
　
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
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５月15日（日）
新 渡辺病院	 ☎演2123
庄 日伝医院	 ☎08477隠2180
真 勝山病院	 ☎0867瑛3161
真 まつうら医院（内）	 ☎0867泳5686
高 大杉病院	 ☎0866鰻5155

５月22日（日）
新 新見市休日診療所（内）	 ☎演0334
新 長谷川紀念病院	 ☎演3105
庄 瀬尾医院	 ☎08477隠0023
真 河本医院（内）	 ☎0867駅2121
高 まつうらクリニック	 ☎0866泳2315

５月2₉日（日）
新 新見中央病院	 ☎演2110
庄 東城病院	 ☎08477隠2150
真 落合病院（内）	 ☎0867液1133
真 金田病院（外）	 ☎0867液1191
真 宮島医院（内）	 ☎0867瑛2403
高 高梁整形外科医院	 ☎0866鰻1531

６月５日（日）
新 新見中央病院	 ☎演2110
庄 日伝医院	 ☎08477隠2180
真 勝山病院	 ☎0867瑛3161
真 杉江医院（内）	 ☎0867液3456
高 成羽病院	 ☎0866泳3111

ハッピーバースデー

24時間いつでも、健康、医療、介護な
どの相談を医師・看護師・保健師な
どの専門スタッフに無料で電話相
談できますのでご利用ください。
■電話番号はインターネット上では

公開しておりません。
■相談日時　年中無休（24時間対応）
■対 象 者　市内に住所がある人
【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

にいみ24時間

安全安心
相談ダイヤル

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6129

■電話番号
　＃8000または086-801-0018
■相談日時
　◦平日19時～翌朝８時
　◦土・日曜日、祝日および12月29日

～翌年１月３日18時～翌朝８時
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね15歳以下

の子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

小児
救急医療
電話相談

●３～４か月児健康診査
月日（曜日） 対象児

５月26日（木） 令和４年１月生

●９～10か月児健康診査
月日（曜日） 対象児

５月26日（木） 令和３年７月生

●１歳６か月児健康診査
月日（曜日） 対象児

５月31日（火） 令和２年９月１日～10月15日生

●２歳６か月児健康診査
月日（曜日） 対象児

５月19日（木） 令和元年９月１日～10月20日生

●３歳児健康診査
月日（曜日） 対象児

５月11日（水） 平成30年９月１日～10月15日生

※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診の受付時間など、詳細は、対象児の保

護者あてに別途ご案内します。
※健康診査は、新見市で住民登録を行っている人のみ

受けることができます。

●献血
月日（曜日） 会場 時間

５月11日（水）
備中県民局新見地域事務所 ９：15～10：40

サンパーク新見 12：30～15：30

健診日程
健診
など

診療時間はいずれも９時から
1７時までです。
【担当医療機関(当番医)】

新 ＝新見市　 真 ＝真庭市
高 ＝高梁市　 庄 ＝庄原市

休日
診療

○体の調子が思わしくないときは、症状が重くなる前
に早めの受診を心掛けましょう。

○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通常の
診療時間内」に受診しましょう。

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130
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月日（曜日） 行事名 時間 場所 問い合わせ先

19 木
20 金
21 土
22 日
23 月
24 火
25 水
26 木
27 金 公共交通の日（毎月最終金曜日）積極的にご利用ください !

28 土
29 日
30 月 議会運営委員会 10:00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

31 火
６月1 水 人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12:00 やまびこ広場神郷 神郷支局 ☎往6111

2 木 消費生活相談 10:30～15:00 ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122

3 金 人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12:00 おおさ総合センター 大佐支局 ☎殴2111

4 土
5 日

6 月
人権・行政相談 9 :00～12:00 きらめき広場・哲西 哲西支局 ☎押2111

６月議会定例会（開会日） 10:00～ 市役所議場 議会事務局 ☎演6151

7 火
8 水
9 木

10 金 交通事故相談 10:00～15:00 ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122

11 土 創業・経営支援セミナー 9 :00～16:00 市役所南庁舎 商工観光課 ☎演6137

5月行事予定
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月日（曜日） 行事名 時間 場所 問い合わせ先

5月1 日
羅生門さくらまつり 10:00～15:00 羅生門さくら公園 商工観光課 ☎演6136

三室峡しゃくなげまつり（～５日まで） 10:00～15:00 三室総合案内所 神郷支局 ☎往6112

2 月
3 火 憲法記念日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

6 金
人権・行政相談 9 :00～12:00 おおさ総合センター 大佐支局 ☎殴2111

議会運営委員会 10:00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

7 土

8 日
マイナンバーカード受け取り・
申請支援休日窓口 9 :00～15:00 市役所市民課 市民課 ☎演6121

狂犬病予防注射 10:00～11:55 新見、金谷、高尾、
上市、西方 環境課 ☎演6124

9 月 狂犬病予防注射 10:00～11:25 大佐 環境課 ☎演6124

10 火 狂犬病予防注射 10:00～12:00 神郷、足立 環境課 ☎演6124

11 水
人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12:00 哲多総合センター 哲多支局 ☎横2111

献血 9 :15
12:30

〜
〜

10:40
15:30

備中県民局新見地域事務所
サンパーク新見 健康医療課 ☎演6129

狂犬病予防注射 10:00～11:40 哲西 環境課 ☎演6124

12 木 消費生活相談 10:30～15:00 ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122

13 金
交通事故相談 10:00～15:00 ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122

狂犬病予防注射 10:00～11:50 井倉、法曽、草間、
土橋、豊永 環境課 ☎演6124

14 土
15 日 令和４年度新見市消防操法大会 9 :00～ 防災公園多目的広場

内操法訓練場 消防本部総務課 ☎演2813

16 月
総務消防常任委員会 10:00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

狂犬病予防注射 10:00～12:05 千屋、坂本、菅生、
熊谷、唐松、正田 環境課 ☎演6124

17 火
文教福祉常任委員会 10:00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

狂犬病予防注射 10:00～11:55 哲多 環境課 ☎演6124

18 水

人権・行政・登記・家庭児童・母子父子相談 9 :00～12:00 市役所南庁舎 総務課 ☎演6204

人権・行政相談 9 :00～12:00 新郷市民センター 神郷支局 ☎往6111

心配ごと相談 9 :00～12:00 市役所南庁舎 社協本所 ☎演7306

法律相談（要予約） 10:00～15:00 地域福祉センター 社協本所 ☎演7306

産業建設常任委員会 10:00～ 市役所委員会室 議会事務局 ☎演6151

May

※社協＝新見市社会福祉協議会

5月の月間
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この広報紙は、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

この印刷の一部には、水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

この広報紙は、再生紙を
使用しています。

【問い合わせ先】移住・定住推進課　☎演6114
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「にーみん」
インスタグラム

【９：30～】
・にいみロコモ体操
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（月･水･金･日）
　８～11カ月児（火･木･土）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ

【15：30～】
・にいみロコモ体操
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（火･木･土）
　８～11カ月児（月･水･金･日）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ

●放送時間（各30分枠）
【20：30～】

・にいみロコモ体操
・ 新 全中ソフトボール　ほか

●一部インターネットでもご覧になれます！

新見市の番組動画 検索
※番組内容などは都合により変更
　になることがあります。

【問い合わせ先】秘書広報課 ☎演6190

新見市の番組を『にいみｉチャンネル』で放送中

親子ふれあい体操

全中ソフトボール

5月

★人口（）は前月比
　総人口　27,520人（－178）
　　男　　13,155人（－ 86）
　　女　　14,365人（－ 92）

　出生７人　転入110人
　死亡63人　転出232人

世帯数　12,630世帯（－６）
令和４年３月31日現在

市税・保険料
■軽自動車税� 全期

納期限▶５月31日（火）

月号
２06号

　３月11日、岡山県の地域おこし協力隊が活
動を発表する「岡山オコシＶ会議」が開催され、
新見市からは櫻

さ く ら い

井 耀
よ う

隊員が参加しました。
　櫻井隊員は、トップバッターで登場すると、
30分間、新見市の他の隊員の活動やご自身の
これまでの活動を、笑いも交えながら、持ち前
の話術で分かりやすく発表しました。
　櫻井隊員は、令和２年６月に着任以降、毎週
末に開催しているフリートークの場「ただ、話
すだけ」や誰でも学べる場として「その道の人、
その視点から語る」など、多くの「場づくり」
を行ってきました。　　
　発表の中で櫻井隊員は、「人の集まりが地域

であり、人と人をつなぐのは会
話。だからこそ、会話や議論の
場がたくさん必要」、「人は自分

の気持ち次第で、いくらでも学ぶことができる。
学びの場（テーマ）を多く提供することで、学
ぶきっかけを持ってくれる人がいてくれたらう
れしい」と自身の活動の背景にある思いを語り
ました。
　質疑応答で、「話すのが苦手な人へのアプロー
チ方法は？」と聞かれた櫻井隊員。「どんな人
でも何かしらの思いは持っている。その小さな
ヒントを見つけて、広げてあげるのが、僕の役
割」と回答していました。
　話し上手であり、聞き上手でもある櫻井隊員
の今後の活動にもぜひご注目ください。

「岡山オコシＶ
ブ イ

会議」に登場！

地域おこし協力隊

新見市マスコット
キャラクター
   「にーみん」

櫻井隊員の公式ＬＩＮＥ

岡山オコシＶ会議
で発表する櫻井隊員
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